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専用バスで胃部レントゲン検査

荒川河川敷（伐採後） 荒川河川敷（伐採前） 歯の健康相談コーナー

集団健康診断

　

組
合
で
は
、
今
年
度
１
回
目
と

な
る
集
団
健
康
診
断
を
実
施
し

た
。
６
月
12
日
（
火
）
か
ら
14
日

（
木
）
の
３
日
間
、
問
屋
町
会
館

２
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
同
健

康
診
断
に
は
、
組
合
員
を
は
じ
め

近
隣
企
業
か
ら
も
数
多
く
参
加

し
、
３
０
８
名
が
受
診
し
た
。

　

当
健
康
診
断
で
は
、
一
般
健
康

診
断
の
ほ
か
、
採
血
に
よ
る
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
検
査
、
心
不
全
や
脳
梗

塞
、
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
検
査
も

オ
プ
シ
ョ
ン
で
追
加
で
き
る
。
そ

の
他
、
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な

ど
が
含
ま
れ
、
健
診
費
用
の
一
部

助
成
も
受
け
ら
れ
る
、
全
国
健
康

保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
加
入

者
向
け
の
健
康
診
断
も
受
診
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
健
診
会
場
で
は
、
青
森

県
口
腔
保
健
支
援
セ
ン
タ
ー
の
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導

や
歯
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
受

け
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

３
日
間
で
30
名
が
利
用
し
た
。
ま

た
、
体
組
成
計
と
血
管
年
齢
計
を

設
置
し
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
利
用
者
か
ら
好
評
を

得
た
。

　

２
０
１
７
年
に
発
表
さ
れ
た
都

道
府
県
別
平
均
寿
命
で
は
、
青
森

県
は
ま
た
男
女
と
も
全
国
最
下
位

で
あ
っ
た
。
平
均
寿
命
の
発
表
は

５
年
に
１
度
で
、
男
性
は
９
回
連

続
、
女
性
は
５
回
連
続
の
最
下
位
。

平
均
寿
命
の
短
さ
は
、
塩
分
の
多

い
食
生
活
や
喫
煙
、
運
動
不
足
な

ど
の
生
活
習
慣
が
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
ほ
か
、
健
康
診
断

受
診
率
の
低
さ
も
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
青
森
県
の
健
康
診
断
受
診

率
は
70
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
全

国
下
位
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
健
康

　

こ
の
た
び
、
問
屋
町
と
第
二
問

屋
町
の
間
を
流
れ
る
荒
川
の
河
川

敷
の
雑
木
が
伐
採
さ
れ
た
。

　

河
川
敷
の
雑
木
は
景
観
を
損
ね

る
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

な
ど
の
害
虫
被
害
も
引
き
起
こ
す

な
ど
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

雑
木
の
放
置
は
、
洪
水
時
に
流
れ

を
せ
き
止
め
た
り
、
流
さ
れ
た
樹

木
が
堤
防
や
護
岸
な
ど
に
損
傷
を

与
え
る
な
ど
河
川
の
管
理
上
好
ま

し
く
な
い
。
そ
こ
で
、
荒
川
を
管

理
す
る
東
青
地
域
県
民
局
で
は
数

年
に
一
度
、
河
川
敷
の
雑
木
を
伐

採
し
て
い
る
。

　

伐
採
が
行
わ
れ
た
荒
川
河
川
敷

は
す
っ
き
り
と
し
た
景
観
を
取
り

戻
し
た
ほ
か
、
害
虫
対
策
に
も
高

い
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

診
断
を
受
診
し
て
も
、
異
常
所
見

が
あ
っ
た
場
合
で
も
事
後
措
置
が

十
分
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
、
現
役
死
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

組
合
で
は
２
０
１
４
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
健
康
事
業
の
一
環

と
し
て
、
実
施
団
体
等
の
協
力
を

得
て
、
近
隣
企
業
に
も
健
康
診
断

の
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま

た
、
一
般
市
民
対
象
の
「
問
屋
町

地
区
健
康
診
断
」
を
年
数
回
開
催

す
る
な
ど
受
診
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
、
短
命
県
返
上
の
一
助

と
な
る
よ
う
、
青
森
市
南
部
の
健

康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
積
極
的

に
健
康
事
業
に
取
り
組
む
。

青 森 総 合 卸 セ ン タ ー
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健
康
診
断
で
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

第
１
回
集
団
健
康
診
断

荒
川
河
川
敷
の
雑
木
が
伐
採
さ
れ
る
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問
屋
町
の
若
手
経
営
者
や
後
継

者
ら
で
組
織
さ
れ
る
青
森
問
屋
町

経
営
同
友
会
の
第
26
回
会
員
交
流

会
が
ホ
テ
ル
青
森
で
開
催
さ
れ
、

同
会
会
員
14
名
が
参
加
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
同
会
に
新
た
に

入
会
し
た
㈱
ア
ピ
イ
と
㈱
リ
ビ
エ

ラ
が
、
自
社
紹
介
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
問
屋
町
で
新
社
屋

建
築
を
進
め
て
い
る
㈱
ア
ピ
イ
の

濱
田
社
長
が
、
同
社
の
運
営
す
る

有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
紹
介
。
続
い

て
、
管
工
事
業
者
で
あ
る
㈱
リ
ビ

エ
ラ
の
今
専
務
が
、
同
社
の
地
下

水
を
利
用
し
た
空
調
や
融
雪
設
備

に
つ
い
て
、
施
工
実
績
も
合
わ
せ

　

問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

の
今
年
度
１
回
と
な
る
活
動
が
６

月
24
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
た
。

　

同
隊
隊
員
38
名
が
参
加
し
た
今

回
の
作
業
は
花
苗
の
植
栽
。
問
屋

て
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
の
体
重

測
定
や
恒
例
の
１
分
ス
ピ
ー
チ
な

ど
が
行
わ
れ
、
賑
や
か
に
親
睦
を

深
め
た
。

町
東
口
及
び
第
二
問
屋
町
北
口
、

青
森
中
央
卸
売
市
場
前
歩
道
花
壇

に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ラ
ベ
ン

ダ
ー
等
、
色
と
り
ど
り
の
花
苗

８
４
０
ｐ
ｏ
ｔ
を
植
栽
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
問
屋

町
の
景
観
向
上
に
向
け
、
参
加
者

は
額
に
汗
を
浮
か
べ
て
作
業
し
た
。

　

６
月
21
日
（
木
）
に
第
３
回
理

事
会
が
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
、
北
日

本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
の
２
０
１
７
年

度
決
算
や
問
屋
町
大
通
り
へ
の
フ

ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
な
ど
を
報

告
し
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

　

問
屋
町
会
館
２
階
大
会
議
室
一

部
改
修
工
事
や
問
屋
町
会
館
東
側

屋
根
雪
庇
ガ
ー
ド
設
置
の
実
施
が

承
認
さ
れ
た
。

　

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
（
工
藤
支
部
長
）
の
第
45
回
定

時
総
会
が
６
月
26
日
（
火
）、
問

屋
町
会
館
１
階
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。
総
会
に
は
同
支
部
会
員
40

名
に
加
え
、
来
賓
と
し
て
青
森
警

察
署
の
最
上
安
全
教
育
係
長
、
青

森
交
通
安
全
協
会
の
齊
藤
専
務
理

安協　第45回定時総会

合同ゴルフコンペ

同友会　会員交流会

問屋町緑のボランティア隊

　

問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

（
青
友
会
）
と
青
森
問
屋
町
経
営

同
友
会
（
同
友
会
）
の
19
回
目
と

な
る
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
６
月

９
日
（
土
）
、
び
わ
の
平
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。
同
コ
ン

ペ
に
は
、
両
会
会
員
と
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
を
含
む
29
名
が
参
加
し
、
少

し
肌
寒
さ
を
感
じ
る
天
候
の
な

か
、
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
に
一
喜

一
憂
し
な
が
ら
ラ
ウ
ン
ド
し
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
は
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
北
燃
商
事
㈱
の
木
村
氏
が

２
連
覇
を
達
成
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

賞
は
㈱
ア
ー
ル
・
エ
ー
・
ビ
ー
企

画
の
鷲
尾
常
務
が
獲
得
し
た
。

案
件
二
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

　

納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
や
従
業
員
親

睦
交
流
会
の
開
催
な
ど
が
承
認
さ

れ
た
。

案
件
三
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

　

防
災
訓
練
や
問
屋
町
地
区
側
溝

泥
上
作
業
の
実
施
が
承
認
さ
れ
た
。

案
件
四
．
組
合
施
設
の
売
却
に
つ

い
て

案
件
五
．
組
合
員
の
脱
退
及
び
新

規
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

案
件
六
．
賃
貸
組
合
員
の
脱
退
に

つ
い
て

案
件
七
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

の
借
換
に
つ
い
て

案
件
八
．
２
０
１
８
年
度
の
役
員

報
酬
に
つ
い
て

事
が
出
席
。
総
会
で
は
工
藤
支
部

長
が
議
長
を
務
め
、
２
０
１
８
年

度
事
業
計
画
等
が
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
２
０

１
７
年
度
問
屋
町
交
通
安
全
街
頭

指
導
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
功
労
賞

受
賞
者
66
社
を
代
表
し
て
、
青
森

精
機
㈱
並
び
に
み
ち
の
く
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
に
賞
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
最
上
安
全
教

育
係
長
に
よ
る
「
交
通
事
故
の
な

い
安
心
・
安
全
な
街
を
目
指
し
て
」

と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　

最
上
係
長
は
「
青
森
県
の
交
通

事
故
死
亡
者
数
は
６
月
現
在
で
、

す
で
に
昨
年
度
の
死
亡
者
数
を
超

え
て
い
る
。
交
通
事
故
は
一
瞬
で

案
件
九
．
２
０
１
８
年
度
第
４
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
問

屋
町
配
送
㈱
の
第
38
回
定
時
総
会

及
び
第
２
回
取
締
役
会
が
開
か

れ
、
提
出
案
件
が
全
て
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

命
を
奪
う
。
遺
族
は
一
生
苦
し
み
、

悲
し
む
こ
と
に
な
る
。
悲
し
み
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
語
る
遺
族

も
い
る
。
運
転
す
る
事
の
責
任
を

自
覚
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

第 576 号 ⑵ 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 2018年7月号

問
屋
町
会
館
２
階
大
会
議
室
一
部

改
修
工
事
の
実
施
な
ど
が
承
認

第
３
回
理
事
会

会
員
交
流
会
で
自
社
紹
介

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

青

友

会
・

同

友

会

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
が

花
　
苗
　
植
　
栽

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支
部

第
45
回
定
時
総
会



プライフーズ株式会社

㈿タッケン
代表理事

川嶋　勝美  氏

　

前
号
に
引
き
続
き
、
協
同
組
合

タ
ッ
ケ
ン
の
川
嶋
理
事
長
に
よ
る
経

済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

『
す
い
臓
ガ
ン
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
か
ら

　

脱
出
す
る
た
め
に
し
た
こ
と
』

　

今
号
で
は
、
手
術
や
抗
が
ん
剤
の

西
洋
医
学
の
標
準
治
療
と
と
も
に
代

替
療
法
と
し
て
実
践
し
た
こ
と
を
一

部
紹
介
す
る
。

①
「
心
」・
・
・
過
去
を
忘
れ
て
前
を

み
て
生
き
る
。
ｌ
ｅ
ｔ 

ｉ
ｔ 

ｂ
ｅ
…

な
す
が
ま
ま
に
生
き
る
。
あ
き
ら
め

る
。（
明
ら
め
る　

諦
め
る
）
ク
ヨ

ク
ヨ
し
な
い
。

②
「
生
き
方
」・
・
・
自
分
の
身
体
の

こ
と
は
自
分
で
決
め
る
。
医
者
任
せ
に

し
な
い
。
自
分
の
身
体
の
〝
主
治
医
は

自
分
自
身
〟
と
考
え
、
健
康
づ
く
り
は

自
分
自
身
で
す
る
。
人
間
が
太
古
の
昔

か
ら
身
に
つ
け
て
き
た
自
然
治
癒
力
は

非
常
に
大
き
い
こ
と
を
学
び
、
信
じ
た
。

赤
ち
ゃ
ん
で
も
お
年

寄
り
で
も
毎
日
同
じ

よ
う
に
新
し
い
日
が

や
っ
て
来
る
、
私
は

毎
日
勇
気
、
挑
戦
、

情
熱
な
ど
の
言
葉
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

〝
青
春
に
挑
戦
〟
す
る
こ
と
を
心
が
け

た
。

③
「
生
活
の
仕
方
」・
・
・
ガ
ン
は
生
活

習
慣
病
で
あ
る
と
１
０
５
歳
で
亡
く
な

ら
れ
た
日
野
原
重
明
先
生
は
言
っ
て
い

る
。
ガ
ン
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
生
活

習
慣
を
１
８
０
度
変
え
た
。
食
べ
る
。

動
く
。
笑
う
。
泣
く
。
歌
う
。
仕
事
な

ど
で
感
情
・
心
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

た
。
草
木
や
鳥
の
囀
り
な
ど
の
大
自
然

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
。
た
っ
ぷ

り
眠
る
（
疲
れ
は
脳
か
ら
く
る
）。
過
多

の
情
報
で
傷
つ
い
た
脳
の
修
復
、
整
理
。

奉
仕
を
実
践
す
る
こ
と
で
脳
快
感
物
質

（
セ
ロ
ト
ニ
ン
な
ど
の

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
）
が
ど

ん
ど
ん
出
て
身
体
の
免

疫
づ
く
り
を
し
て
く
れ

る
。
笑
顔
も
幸
せ
ホ
ル

モ
ン
を
出
し
身
体
を
強

く
し
て
く
れ
る
。

④
食
事
・
・
・
食
事
は
健
康
づ
く
り
の

一
丁
目
一
番
地
。
野
菜
を
沢
山
食
べ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
食
品
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
る
。
よ
く
食
べ
る
も
の
と
し

て
は
、
き
の
こ
・
納
豆
や
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
の
発
酵
食
品
・
青
身
、
赤
身
の
魚
・

鳥
の
胸
肉
・
黒
ニ
ン
ニ
ク
・
レ
モ
ン
・

日
本
蕎
麦
・
玄
米
・
ト
マ
ト
・
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
。

⑤
運
動
・
・
・
毎
日
１
万
歩
目
標
。

山
、
海
、
川
沿
い
な
ど
自
然
を
満
喫

し
な
が
ら
歩
く
。
階
段
の
上
り
下
り
。

ス
ト
レ
ッ
チ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
で

血
流
を
良
く
す
る
。
趣
味
を
通
じ
て

脳
と
身
体
を
動
か
す
（
カ
ラ
オ
ケ
、

海
釣
り
、
卓
球
、
社
会
参
加
な
ど
）。

⑥
そ
の
他
の
代
替
療
法
・
・
・
日
本

古
来
の
伝
統
療
法
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
た
。
風
邪
気
味
な
ら
大
根
お
ろ

し
と
生
姜
お
ろ
し
に
お
湯
を
注
い
で

飲
む
。
漢
方
薬
も
併
用
し
た
。
ガ
ン

宣
告
で
の
心
の
病
気
を
自
分
で
治
す

こ
と
に
腐
心
も
し
た
。

　

企
業
も
人
間
も
健
康
づ
く
り
に
は
、

支
え
て
く
れ
る
周
り
の
人
た
ち
や
住

ん
で
い
る
地
域
社
会
そ
し
て
自
己
努

力
の
３
つ
の
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と

考
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
完
）

　
　

▽
第
３
回
理
事
会

　
　

▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
38

回
定
時
株
主
総
会
・
第
２
回

取
締
役
会

　
　

▽
県
中
央
会
第
２
回
正
副
会

長
会
議

　
　

▽
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
第

29
期
定
時
株
主
総
会

22
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
26

回
会
員
交
流
会

23
日
▽
簡
易
郵
便
局
業
務
研
究
会

24
日
▽
第
１
回
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊

25
日
▽
商
団
連
通
常
総
会

26
日
▽
問
屋
町
地
区
健
康
診
断

　
　

▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
45
回

定
時
総
会

28
日
▽
第
１
回
問
屋
町
従
業
員
モ

６
月

１
日
▽
青
森
経
済
同
友
会
通
常
総

会

４
日
▽
商
団
連
第
１
回
事
務
局
長

会
世
話
人
会

　
　

▽
問
屋
町
花
の
植
え
方
教
室

５
日
▽
青
森
法
人
会
定
時
総
会

６
日
▽
組
合
員
昼
食
会

　
　

▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
11
回
定
時
総
会

９
日
▽
第
19
回
青
友
会
・
同
友
会

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

11
日
▽
第
１
回
事
業
委
員
会

　
　

▽
津
軽
海
峡
ブ
ラ
ン
ド
商
品

開
発
実
行
委
員
会

　
　

▽
青
森
地
区
経
営
者
協
会
定

時
総
会

12
日
▽
第
１
回
集
団
健
康
診
断

（
～
14
日
）

13
日
▽
第
１
回
環
境
対
策
委
員
会

▽
県
中
小
企
業
診
断
協
会
通

常
総
会

14
日
▽
県
高
度
化
計
画
・
建
設
診

断

　
　

▽
青
森
中
央
学
院
大
学
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
講
座

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　

▽
県
火
災
共
済
総
代
会

19
日
▽
第
１
回
労
務
対
策
委
員
会

　
　

▽
商
工
中
金
翔
友
会
通
常
総

会
・
緑
葉
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー

21
日
▽
第
３
回
問
屋
町
合
同
清
掃

ニ
タ
ー
会
議

　
　

▽
市
高
度
化
事
業
団
体
連
絡

協
議
会
通
常
総
会

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

５
日
▼
も
っ
と
伝
わ
る
話
し
方
講
座

７
日
▼
総
務
力
向
上
研
修

（
採
用
編
）

９
日
▼
新
入
社
員
研
修

（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

12
日
▼
営
業
交
渉
力
向
上
研
修
①

14
日
▼
営
業
交
渉
力
向
上
研
修
②

18
日
▼
若
手
従
業
員
フ
ォ
ロ
ー

　
　

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
①

20
日
▼
若
手
従
業
員
フ
ォ
ロ
ー

　
　

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
②
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第
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㈱新開トランスポートシステムズ
青森営業所　所長
後藤　伸二 氏

組合員昼食会

肺年齢測定など実施

今
年
も
集
団
健
康
診
断
が
始
ま

り
ま
し
た
。
皆
様
の
健
康
管
理

に
お
役
に
立
つ
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
問
屋

町
だ
け
で
は
な
く
青
森
市
の
健

康
が
増
進
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
▼
一
面
で
は
県
別
平
均
寿
命
が

男
女
と
も
今
回
も
最
下
位
だ
っ
た
と
お

伝
え
し
ま
し
た
が
、
良
い
話
題
も
一
つ

▼
実
は
県
別
健
康
寿
命
で
青
森
県
は
、

男
性
が
２
０
１
３
年
44
位
か
ら
２
０
１

６
年
34
位
と
10
県
抜
き
し
ま
し
た
。
女

性
は
19
位
か
ら
20
位
と
横
這
い
で
し
た

▼
転
話
題
。
先
月
に
続
き
総
務
省
自
治

行
政
・
山
崎
局
長
の
『
二
〇
四
〇
年
』
と

題
す
る
講
演
に
つ
い
て
で
す
▼
今
回
は
、

２
０
４
０
年
頃
に
か
け
て
「
人
口
減
少
」

が
引
き
起
こ
す
内
政
上
の
危
機
に
つ
い

て
で
す
▼
危
機
は
次
の
三
つ
で
す
❶
若

者
を
吸
収
し
な
が
ら
老
い
て
い
く
三
大

都
市
圏
と
支
え
手
を
失
う
地
方
圏
❷
標

準
的
な
人
生
設
計
の
消
滅
に
よ
る
雇
用
・

教
育
の
機
能
不
全
❸
ス
ポ
ン
ジ
化
す
る

都
市
と
朽
ち
果
て
る
イ
ン
フ
ラ
▼
次
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
危
機
内
容
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て
▼
危
機
❶
人
口
ボ
ー
ナ
ス
を
享

受
し
て
き
た
三
大
都
市
圏
は
、
急
激
に

高
齢
化
局
面
に
突
入
す
る
。
東
京
都
圏

等
に
人
材
を
供
出
し
て
き
た
地
方
は
、

高
齢
化
が
進
み
、
経
済
活
動
は
低
下
す

る
▼
今
後
、
高
齢
化
し
た
東
京
都
圏
等

が
、
そ
の
財
源
を
自
ら
の
医
療
・
介
護

に
充
て
た
と
き
、
地
方
圏
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
財
源
を
如
何
に
し
て
確
保
す
る

の
か
▼
そ
こ
で
各
地
方
に
は
、
Ａ
Ｉ
時

代
に
新
た
な
る
発
想
や
価
値
観
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
生
み
出
す
多
様
な
地
方
文

化
・
農
村
空
間
を
ど
う
つ
く
る
か
が
問

わ
れ
る
。
産
業
構
造
の
変
化
へ
の
強
靭

性
を
高
め
る
に
は
、
多
様
性
の
確
保
が

鍵
と
な
る
。
そ
し
て
人
材
密
度
を
高
め

る
取
組
が
必
要
と
な
る
。
と
の
こ
と
▼

こ
の
稿
続
き
ま
す
。（
藤
本
）

　

今
回
の
団
地
企
業
訪
問
で
は
、
㈱

新
開
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
ズ

青
森
営
業
所
の
後
藤
所
長
に
お
話
を

伺
っ
た
。

　

同
社
は
明
治
42
年
４
月
に
創
業
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
通
信
機
器
・
医
療

機
器
・
製
造
設
備
等
の
精
密
機
器
の

物
流
を
専
門
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。

「
共
同
（
協
同
）・
融
和
の
心
」

「
貢
献
す
る
心
」「
挑
戦
す
る
心
」

３
つ
の
心
を
礎
に
、
全
国
約
80
拠
点

か
ら
高
品
質
か
つ
均
一
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

　
「
当
社
で
は
精
密
機
器
輸
送
の
専

門
的
知
識
で
、
輸
送
・
荷
役
・
梱
包
・

倉
庫
と
い
っ
た
基
本
的
な
物
流
機
能

を
軸
に
、
特
殊
な
場
所
で
の
搬
出
入

作
業
や
通
信
工
事
、
廃
棄
物
回
収
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
、
一
貫
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
全
国
均
一
レ
ベ
ル
で
ご
提
供
し
ま

す
。
創
業
以
来
１
０
０
年
以
上
の
経
験

で
培
っ
た
『
職
人
力
』、
国
内
外
に
展
開

す
る
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』、
そ
れ
ら
を

最
適
に
運
用
す
る
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
パ
ー
ツ
を
最
大
限

に
活
か
し
て
ご
提
供
で

き
る
『
提
案
力
』
が
当

社
の
強
み
で
す
」
と
話

す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
が
及
ぶ
と

「
平
成
24
年
に
は
タ
イ
に
『
新
開
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
ト
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）』
を
設

立
し
、
精
密
機
械
や
重
量
物
な
ど
の

特
殊
貨
物
を
は
じ
め
、
多
種
多
様
な
製

品
の
輸
送
や
通
関
、
保
管
な
ど
輸
出
入

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
海
外
で
の
装
置
搬
入
、
設
置
、
組

立
や
半
製
品
・
部
品
の
検
査
、
流
通
加

工
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
高
品

質
で
付
加
価
値
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス

を
構
築
し
、
当
社
の
強
み
で
あ
る
精
密

機
器
装
置
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
ま

す
。
今
後
は
東
南
ア
ジ
ア
へ
拠
点
を
増

や
し
、
長
年
培
っ

て
き
た
多
く
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
業
務
拡
大
を
目

指
し
ま
す
」
と
語

る
。

　

山
形
市
出
身
の
同
氏
に
青
森
県
の
印

象
を
尋
ね
る
と
「
昨
年
の
４
月
に
青
森

へ
来
ま
し
た
が
、
山
形
に
比
べ
る
と
や

は
り
肌
寒
く
感
じ
ま
し
た
。
山
形
は
盆

地
で
あ
ま
り
風
が
吹
か
な
い
た
め
、
４

月
・
５
月
の
青
森
の
涼
し
い
風
を
受

け
、
体
感
が
全
然
違
う
と
実
感
し
ま
し

た
。
ま
た
食
べ
物
が
美
味
し
く
、
特

に
魚
介
類
が
豊
富
で
驚
き
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
刺
身
で
も
と
て

も
美
味
し
く
、
単
身
赴
任
に
と
っ
て

は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で

話
す
。

　

趣
味
に
つ
い
て
聞
く
と
「
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
が
好
き
で
、
高
校
ま
で
サ
ッ

カ
ー
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
の
試

合
も
観
に
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新

し
く
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
が

釣
り
で
す
。
せ
っ
か
く
海
の
多
い
青

森
に
来
た
の
だ
か
ら
釣
り
を
覚
え
た

い
で
す
ね
。
昨
年
は
１
年
目
で
余
裕

が
な
か
っ
た
の
で
、
２
年
目
と
な
っ

た
今
年
は
寒
く
な
る
前
に
１
度
は
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え

て
く
れ
た
。　
　
　
　
　

（
48
歳
）

　

６
月
６
日
（
水
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
に
お
い
て
組
合
員

昼
食
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
ら

55
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、（
一
社
）
青
森
市

薬
剤
師
会
の
井
上
常
務
理
事
が
、

「
あ
な
た
も
で
き
る
！
禁
煙
の
メ

リ
ッ
ト
＆
メ
ソ
ッ
ド
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
話
し
た
。

　

井
上
常
務
は
「
タ
バ
コ
の
煙
は

副
流
煙
の
方
が
有
害
で
、
離
れ
た

場
所
や
隔
離
さ
れ
た
場
所
で
吸
っ

て
い
て
も
影
響
が
あ
る
。
家
族
や

会
社
の
同
僚
な
ど
に
も
害
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
意
識
し
て
ほ
し
い
。

喫
煙
習
慣
は
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
う
治
療
が
必
要
な
病
気
で
あ

る
。
医
療
機
関
や
市
販
薬
も
上
手

く
活
用
し
、
禁
煙
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

続
い
て
、
青
森
中
央
学
院
大
学

　

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
越
膳
氏

が
、「
大
学
生
の
県
内
定
着
と
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
」
説

明
し
た
。

　

越
膳
氏
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
導
入
に
よ
り
、
受
け
入
れ
企
業

の
社
員
の
成
長
や
社
内
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
。〝
や
り
方
が
わ
か
ら

な
い
〟〝
受
入
体
制
が
整
わ
な
い
〟

と
い
っ
た
課
題
が
企
業
側
に
は
あ

る
と
思
う
が
、
大
学
側
に
気
軽
に

相
談
し
て
ほ
し
い
。
企
業
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
大
学
側
が
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
も
ら
う
」

と
話
し
た
。

　

次
に
、
建
築
物
の
金
属
製
内
外

装
製
品
の
設
計
、
製
作
、
施
工
を

行
う
組
合
員
の
㈲
桂
工
業
の
桂
木

社
長
が
、
自
社
の
施
工
実
績
に
加

え
、
同
社
が
取
り
扱
い
を
開
始
し

た
、
美
味
し
く
、
お
し
ゃ
れ
で
手

軽
に
食
べ
ら
れ
る
防
災
食
「
Ｉ
Ｚ

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
イ
ザ
メ
シ
）」
に

つ
い
て
紹
介
。
参
加
者
は
チ
ョ
コ

デ
ニ
ッ
シ
ュ
、
ト
マ
ト
リ
ゾ
ッ
ト
、

７
年
保
存
水
の
試
食
を
し
な
が
ら

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
青
森
市
保
健
所

健
康
づ
く
り
推
進
課
に
よ
る
肺
年

齢
測
定
、一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
、

ニ
コ
チ
ン
検
査
を
希
望
者
に
対
し

実
施
す
る
な
ど
、
非
常
に
充
実
し

た
内
容
の
昼
食
会
で
あ
っ
た
。
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